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問　

小
中
学
校
の
体
育
館
及
び
福

太
郎
ア
リ
ー
ナ
の
今
後
の
工
事
概

要
を
伺
い
ま
す
。

答　

体
育
館
利
用
時
の
暑
さ
対
策

や
災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
お
け

る
環
境
整
備
の
た
め
、
小
中
学
校

の
体
育
館
14
施
設
、
中
学
校
の
柔

剣
道
場
５
施
設
及
び
福
太
郎
ア
リ

問　

介
護
保
険
料
基
準
額
の
推
移

を
伺
い
ま
す
。

答　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
３
年

ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
制
度
発
足
の
平
成
12
年
度

の
第
１
期
は
２
千
840
円
で
、
令
和

６
年
度
か
ら
の
第
９
期
は
６
千
円

と
な
り
、
24
年
前
の
第
１
期
と
比

問　

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
対

口
支
援
（
※
２
）
の
内
容
を
伺
い

ま
す
。

答　

珠
洲
市
へ
職
員
５
人
を
派
遣

し
、
被
災
地
支
援
に
よ
り
得
ら
れ

た
貴
重
な
経
験
等
を
職
員
全
体
で

共
有
し
、
市
民
に
も
伝
え
ら
れ
る

よ
う
動
画
配
信
を
し
て
い
ま
す
。

問　

災
害
時
協
力
井
戸
の
役
割
に

問　

教
員
の
残
業
の
状
況
及
び
長

時
間
労
働
の
要
因
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
５
年
度
１
月
ま
で
の
月

平
均
残
業
時
間
は
、
小
学
校
で

41
・
３
時
間
、
中
学
校
で
50
・
８
時

間
で
す
が
、
自
粛
し
て
い
た
学
校

行
事
の
再
開
に
あ
た
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
状
況
を
知
ら
な
い
教
員
の

ー
ナ
の
合
計
20
施
設
に
空
調
設
備

の
設
置
や
受
変
電
設
備
改
修
工
事
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改
修
工
事
、
ト
イ
レ

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

問　

令
和
６
年
度
以
降
の
空
調
設

備
設
置
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い

ま
す
。

答　

福
太
郎
ア
リ
ー
ナ
は
、
令
和

較
し
、額
で
３
千
160
円
、率
で
111
・

３
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

問　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
自
己
負
担
割
合
の
推
移
を
伺
い

ま
す
。

答　

制
度
開
始
の
平
成
12
年
度
は

所
得
や
資
産
に
よ
ら
ず
一
律
１
割

負
担
で
し
た
が
、
平
成
27
年
８
月

か
ら
は
年
金
収
入
等
が
年
280
万
円

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

災
害
な
ど
の
断
水
時
に
井
戸

水
を
無
償
で
提
供
い
た
だ
く
も
の

で
、
令
和
６
年
２
月
末
時
点
の
登

録
は
約
450
件
で
す
。

問　

大
規
模
災
害
の
際
、
円
滑
な

罹
災
証
明
書
の
発
行
を
ど
の
よ
う

に
行
い
ま
す
か
。

答　

他
の
自
治
体
か
ら
の
応
援
職

員
も
迅
速
に
証
明
書
が
発
行
で
き

る
よ
う
国
の
統
一
様
式
に
見
直
す

こ
と
や
、
被
害
が
軽
減
な
も
の
は

一
部
損
壊
が
確
認
で
き
る
写
真
に

よ
り
証
明
書
を
発
行
で
き
る
自
己

判
定
方
式
の
導
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
拡
大
に
向

け
た
今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答　

新
た
な
補
助
制
度
の
検
討
や

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
研
修
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

増
加
に
よ
る
行
事
の
作
り
直
し
や

中
学
校
で
の
部
活
動
指
導
が
そ
の

一
因
で
す
。

問　

休
日
の
部
活
動
指
導
の
手
当

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

千
葉
県
で
は
、
休
日
の
部
活

動
指
導
に
つ
い
て
は
、
特
殊
勤
務

手
当
と
し
て
、
２
時
間
以
上
４
時

以
上
の
場
合
は
２
割
負
担
、
平
成

30
年
８
月
か
ら
は
世
代
間
等
の
公

平
性
の
確
保
及
び
持
続
可
能
性
を

高
め
る
観
点
か
ら
、
２
割
負
担
者

の
う
ち
年
金
収
入
等
が
年
340
万
円

以
上
の
場
合
は
３
割
負
担
と
な
り

ま
し
た
。

間
未
満
の
指
導
で
１
千
800
円
、
４

時
間
以
上
で
３
千
600
円
、
大
会
等

の
引
率
で
５
千
100
円
と
し
て
い
ま

す
。

問　

部
活
動
指
導
の
負
担
軽
減
に

向
け
た
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答　

朝
練
習
の
縮
小
や
廃
止
、
複

数
の
顧
問
の
配
置
に
よ
る
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
令
和
８

年
度
ま
で
に
、
部
活
動
地
域
移
行

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

空
調
設
備
設
置
工
事
等
で
使
用
が
制
限
さ
れ
る
小
中

学
校
の
体
育
館
及
び
福
太
郎
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

防

災

対

策

等

に

つ

い

て

本

市

の

教

育

に

つ

い

て

後
　
関
　
俊
　
一
　
議
員

松
　
原
　
美
　
子
　
議
員

寺
　
本
　
真
　
理
　
議
員

德
　
野
　
　
　
涼
　
議
員

問　

江
戸
川
左
岸
処
理
区
管
渠
基

本
設
計
業
務
委
託
の
具
体
的
な
対

象
区
域
を
伺
い
ま
す
。

答　

業
務
委
託
範
囲
は
、
東
道
野

辺
四
丁
目
か
ら
七
丁
目
、
南
鎌
ケ

谷
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
、
鎌
ケ
谷

六
丁
目
か
ら
九
丁
目
、
丸
山
三
丁

目
と
な
り
ま
す
。

問　

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
に

分
館
が
整
備
さ
れ
る
と
、
子
育
て

支
援
の
体
制
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
８
年
度
ま
で
に
運
用
開

始
予
定
の
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
の
分
館
に
は
、
子
育
て
関
連
部

署
を
中
心
に
移
転
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
を
ひ
と
つ
の
組
織
に
す
る

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
機

能
も
踏
ま
え
、
相
談
窓
口
や
設
備

等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

こ
ど
も
大
綱
に
示
さ
れ
て
い

る
「
こ
ど
も
計
画
」
や
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
に
向
け

た
本
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問　

北
千
葉
道
路
沿
線
土
地
利
用

整
備
構
想
策
定
に
向
け
て
、
千
葉

県
や
沿
線
自
治
体
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

答　

千
葉
県
で
は
新
た
な
産
業
、

地
域
づ
く
り
に
関
し
、
将
来
の
産

業
の
誘
致
創
出
を
図
る
た
め
、
北

千
葉
道
路
沿
線
等
の
経
済
を
牽
引

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
地

域
を
対
象
に
、
産
業
、
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
現
状
、
民
間
投
資
に

関
す
る
分
析
、
民
間
事
業
者
等
の

動
向
把
握
の
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
千
葉
県
の
調
査
結

果
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
北
千
葉

道
路
の
今
後
の
事
業
化
を
見
据
え

問　

外
国
人
が
生
活
の
課
題
や
必

要
な
情
報
に
つ
い
て
相
談
が
で
き

る
窓
口
の
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答　

市
で
は
外
国
籍
の
方
も
地
域

の
一
員
と
し
て
共
に
生
活
で
き
る

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
図
る

た
め
、
外
国
人
市
民
向
け
の
相
談

問　

北
千
葉
道
路
地
下
化
に
よ
り

ど
の
よ
う
な
便
益
の
変
化
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

答　

道
路
の
整
備
に
伴
う
効
果
は

金
銭
表
現
が
可
能
で
あ
る
走
行
時

間
の
短
縮
、
走
行
経
費
の
減
少
、

交
通
事
故
の
減
少
に
つ
い
て
、
そ

問　

部
活
動
地
域
移
行
に
伴
う
保

護
者
の
費
用
負
担
に
対
す
る
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答　

外
部
人
材
の
人
件
費
や
運
営

に
要
す
る
管
理
費
等
の
継
続
的
な

予
算
確
保
の
課
題
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
運
営
を

行
う
た
め
、
受
益
者
負
担
も
含
め

て
部
活
動
地
域
移
行
協
議
会
で
協

議
す
る
と
と
も
に
、
経
済
的
な
支

援
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て

問　

江
戸
川
左
岸
流
域
の
方
向
性

と
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

答　

事
業
計
画
区
域
の
拡
大
と
し

て
、
５
年
か
ら
７
年
間
で
整
備
可

能
な
範
囲
や
管
渠
（
※
１
）
施
設

の
配
置
計
画
等
を
定
め
る
た
め
、

管
渠
基
本
設
計
業
務
委
託
の
中
で

下
水
道
計
画
の
区
域
や
下
水
道
幹

答　

令
和
６
年
度
は
、
第
３
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

策
定
を
本
格
的
に
進
め
ま
す
が
、

国
の
こ
ど
も
大
綱
や
千
葉
県
の
こ

ど
も
計
画
と
の
整
合
、
第
３
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
も
踏

ま
え
、
計
画
的
に
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

沿
線
の
目
指
す
べ
き
将
来
の
姿
や

土
地
利
用
方
針
の
検
討
、
実
現
に

向
け
た
課
題
の
整
理
等
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
北
千
葉
道

路
の
広
域
連
携
と
し
て
、
沿
線
市

の
事
業
計
画
や
土
地
活
用
に
つ
い

て
も
考
慮
し
、
連
携
強
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

窓
口
と
し
て
多
文
化
共
生
推
進
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
法
律
相
談
な
ど
専
門
的
な
内

容
の
場
合
は
、
千
葉
市
に
あ
る
千

葉
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
案
内

し
て
い
ま
す
。

問　

日
本
語
の
習
得
が
で
き
て
い

な
い
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
サ
ポ

の
便
益
で
算
出
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

問　

走
行
経
費
の
減
少
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
建
設
費
が
た
と
え
高

く
な
っ
た
と
し
て
も
、
地
下
化
に

よ
っ
て
そ
こ
を
通
行
す
る
人
た
ち

の
走
行
経
費
が
ざ
っ
と
計
算
し
た

い
き
ま
す
。

問　

不
登
校
の
生
徒
が
、
部
活
動

地
域
移
行
後
の
活
動
に
円
滑
に
参

加
で
き
る
た
め
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答　

地
域
移
行
の
方
向
性
等
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
部
活
動
地
域
移

行
協
議
会
で
協
議
し
て
い
く
た
め
、

現
時
点
で
決
定
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
部
活
動
に
参
加

し
て
い
る
生
徒
や
不
登
校
の
生
徒

江
戸
川
左
岸
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
た

本
市
の
取
組
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

北
千
葉
道
路
の
整
備
促
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い
て

北
千
葉
道
路
地
下
化
に
よ
る
費
用
・ 

便
益
比
較
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

森
　
谷
　
　
　
宏
　
議
員

富
　
田
　
信
　
恵
　
議
員

小
　
易
　
和
　
彦
　
議
員

葛
　
山
　
繁
　
隆
　
議
員

伊
　
藤
　
　
　
仁
　
議
員

伊
　
福
　
幸
　
一
　
議
員

線
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
を
進

め
ま
す
。

問　

事
業
計
画
の
拡
大
に
関
す
る

千
葉
県
と
の
協
議
を
ど
の
よ
う
に

進
め
ま
す
か
。

答　

千
葉
県
流
域
下
水
道
計
画
と

の
整
合
性
を
図
る
た
め
の
協
議
を

進
め
る
と
と
も
に
、
事
業
計
画
区

域
の
拡
大
に
向
け
区
域
の
範
囲
や

事
業
期
間
な
ど
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

と
こ
ろ
1
年
で
25
億
円
、
80
年
そ

の
道
路
を
使
え
ば
２
千
億
円
減
少

し
ま
す
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、

走
行
車
両
の
速
度
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
の
違
い
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

答　

速
度
が
時
速
20
㎞
か
ら
60
㎞

に
な
る
と
約
4
割
低
減
さ
れ
ま
す
。

７
年
度
ま
で
に
空
調
設
備
の
設
置

を
は
じ
め
４
件
の
改
修
工
事
等
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
の

体
育
館
の
空
調
設
備
は
、
令
和
６

年
度
に
鎌
ケ
谷
、
南
部
、
道
野
辺

小
学
校
を
、
７
年
度
に
鎌
ケ
谷
、

第
二
、
第
五
中
学
校
を
、
８
年
度

に
、
中
部
小
学
校
、
第
三
、
第
四

中
学
校
へ
の
設
置
の
ほ
か
、
東
部
、

初
富
、
五
本
松
小
学
校
へ
の
実
施

設
計
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ー
ト
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

各
学
校
の
子
ど
も
の
実
態
と

要
望
に
合
わ
せ
、
音
声
翻
訳
機
を

常
備
し
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な

児
童
生
徒
に
対
し
、
言
語
の
違
い

に
よ
る
暮
ら
し
難
さ
を
解
消
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
に
は
、

学
校
か
ら
の
連
絡
な
ど
に
読
み
仮

名
を
振
る
こ
と
や
、
直
接
話
を
聞

く
際
に
は
音
声
翻
訳
機
な
ど
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

が
、
部
活
動
地
域
移
行
後
の
活
動

に
適
切
に
参
加
で
き
る
よ
う
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
電
話
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
等
は
、
今
後
の
議
会
だ
よ
り
作
成
の

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

（※１）管
かん

渠
きょ

：汚水を集めて終末処理場などに導くための管をいう。
（※２）対口支援：被災市区町村を１対１で担当する団体が、自己完結的に支援を行うこと。

総合福祉保健センター総合福祉保健センター


